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概 要  

 当部は、村山庁舎に配置されている。昨年度までは、第 1

室(インフルエンザ)、第2室(風疹)、第3室(麻疹)、第4室(ム

ンプス)、第 5 室(インフルエンザ以外の呼吸器ウイルス感染

症およびサイトカイン)、第 6 室(インフルエンザワクチン)

で構成されていたが、平成21年4月にインフルエンザウイル

スに特化した試験研究業務を行う部署としてインフルエンザ

ウイルス研究センターが設置され、ウイルス第三部の所掌事

務からインフルエンザウイルスにかかる業務が移管された。

これに伴いウイルス第三部は、第１室（麻疹）、第２室（風疹）、

第３室（ムンプス）、第４室(インフルエンザ以外の呼吸器ウ

イルス感染症およびサイトカイン)の４室体制に再編された。

業務は、ワクチン製剤の品質管理及び関連する研究、当該疾

患の病原・病因・予防・診断・治療法等に関する研究、レフ

ァランス業務及び国際協力である。 

 人事異動では、平成21年4月1日付で、田代眞人部長がイ

ンフルエンザウイルス研究センター長に異動し、倉根一郎部

長がウイルス第三部長に就任（ウイルス第一部長と併任）し

た。平成21年7月1日付で、倉根一郎部長に代わり、竹田誠

部長が着任した。平成21年8月1日付で、田原舞乃研究員（麻

疹室）と中津祐一郎研究員（麻疹室）が採用された。また、

平成21年9月1日付で、駒瀬勝啓室長（第２室「風疹室」）

が、第１室（麻疹）室長に配置換えされた（引き続き第２室

長を併任）。平成22年2月1日に第２室に森嘉生室長が採用

された（駒瀬室長の併任が解除された）。一方、平成 21 年 3

月31日付で菅井敏行主任研究員（麻疹室）と岡田晴恵研究員

（麻疹室）が、平成21年6月30日付で田口文広室長（イン

フルエンザ以外の呼吸器ウイルス感染症およびサイトカイン

室）が退職した。 

 当部は、麻疹、風疹、おたふくかぜの各ワクチン、γ-グロ

ブリン製剤に関する国家検定、検査、研究業務、インターフ

ェロン製剤については収去検査を担当している。品質管理体

制に関しては、ワクチン国家検定の SOP 等の改定、標準品の

整備等を進め、GMP を中心とする新たな品質管理体制と国際

的に通用する近代的な品質管理への転換を図るために必要な

対策に取り組んでいる。感染症対策やワクチン政策に対する

社会的要求が高まる中で、ワクチン製剤の安全性と有効性の

確保と National Control Laboratory としての責任を果たす

ために、限られた人員や予算の中で、国民や社会の要望に応

えるべく努力を続けている。 

研究活動では、麻疹に関しては、全国的な検査診断ネット

ワーク体制の構築に向けた研究を進めるとともに、ワクチン

効果の維持にとって重要な知見となる麻疹ウイルスの抗原性

決定基盤に関する研究を進めている。また、麻疹に伴う致死

的持続性中枢感染症である亜急性硬化性全脳炎に関する研究、

新たなワクチン開発に関する研究、先端技術を用いた麻疹の

病態理解に関する研究を行っている。風疹に関しては、風疹

の病原診断に関する基幹技術の開発、流行株の変遷に関する

研究、ワクチンの安全性や有効性の分子基盤を明らかにする

ための研究を行っている。ムンプスウイルス（おたふく風邪）

に関しては、神経病原性に関する研究、流行株の解析などを

行っている。インターフェロン・サイトカインに関しては、

宿主側の新たな制御機構を研究するとともに、ウイルス側に

よる阻害機構を明らかにするための研究を行い、感染症の包

括的な理解を目指している。急性呼吸器ウイルスに関しては、

重症急性呼吸器症候群(SARS)コロナウイルスならびにその他

のコロナウイルスの病態解明に関する研究を行い、その知見

をもとにした抗ウイルス剤開発を目指している。 

 国際協力では、WHO 世界麻疹風疹実験室ネットワーク

(Global Measles and Rubella Laboratory Network) のGlobal 

Specialized Laboratory (GSL)、ならびに WHO西太平洋地域 

の Regional Reference Laboratory (RRL)として、麻疹風疹

の診断や流行調査に資するための研究を遂行し、また、周辺

諸国（中国ならびにモンゴル）への麻疹風疹診断技術の研修、
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指導、診断精度管理試験等を実施している。また、JICA の依

頼に応じてアジア、アフリカ、中国等からの研修生に麻疹診

断に関する実習や講義、研修等を実施している。 

 

業 績 

調査・研究 

I. 麻疹ウイルスに関する研究 

1. 麻疹検査診断ネットワークの構築に関する研究 

2012 年までの麻疹排除にむけて、WHO では実験室診断による

全数報告に基づいた麻疹サーベイランス体制の確立を求めて

いる。2008 年から全数報告性は導入されたが、未だ約 60%の

検査診断率であり、実験室診断に基づいた全数報告制度の体

制の確立は急務である。地方衛生研究所の中から10ヵ所を麻

疹・風疹レファレンスセンターとして選び、感染研-地方衛生

研究所-保健所を結ぶ麻疹診断ネットワークを構築し、遺伝子

診断に基づく検査診断体制を確立したが、検体搬送の環境が

整わず検査診断ネットワークは十分には機能していない事が

明らかになった。［駒瀬勝啓、染谷健二、關文緒、中津祐一郎、

田原舞乃、藤井薫、竹田誠］ 

 

2. 亜急性硬化性全脳炎分離株の麻疹ウイルス受容体に関 

する研究 

亜急性硬化性全脳炎（SSPE）は、麻疹ウイルスの持続感染に

より生じる。SSPE由来株のウイルスゲノム上には麻疹ウイル

ス野外株と比較して多くの変異が認められる。その中で、細

胞膜上のウイルス受容体と結合する機能を持つ H タンパク質

の変異について評価する為、発現プラスミドおよび組換えウ

イルスを作製し、麻疹ウイルスで報告されている３種類のウ

イルス受容体の利用能力について解析を行った。その結果、

麻疹ウイルス野外株が効率よく利用できる２種類の受容体に

対して、SSPE由来株Hタンパク質では利用能力が低下してい

ることが明らかになった。[關文緒、染谷健二、田原舞乃、中

津祐一郎、駒瀬勝啓、竹田誠] 

 

3. 麻疹ウイルスHタンパク質の抗原性変化に関する研究 

麻疹排除計画は、麻疹ウイルスの抗原性に変化が生じないと

いうことを前提としており、麻疹ウイルスの抗原性に変化が

生じる可能性についての検討は麻疹排除計画の根幹に関わる

研究課題である。本研究ではHタンパク質のアミノ酸変化によ

る抗原性の変化を系統的に解析し、今後の対策について検討

した。麻疹ウイルスHタンパク質上には異なる５種の

antigenic siteがあることが報告されている。最も抗原性が

高いと考えられるantigenic site Iはよく保存されていた。

この部位は受容体結合に最も重要な領域であると考えられ、

今後も完全なエスケープ変異が生じることはないと予想され

た。一方、antigenic site I以外のエピトープは、一部の株

で、すでに抗原性が大きく変化していると考えられた。これ

らの結果から、麻疹ウイルスは、今後も単一血清型でありつ

づけるであろうが、約半世紀前に分離された現在のワクチン

株だけに依存していると、いずれ、ワクチン効果が低下する

可能性があると考えられた。[田原舞乃、中津祐一郎、關文緒、

染谷健二、駒瀬勝啓、竹田誠] 

 

4. 麻疹ウイルスポリメラーゼの細胞内動態の解析 

麻疹ウイルスは宿主細胞表面から侵入した後、細胞質内でウ

イルス RNA 合成を行う。その結果、新規に合成されたウイル

スゲノムとウイルスタンパク質が細胞膜付近で集合すること

で、子孫ウイルス粒子を形成する。しかしながら、その詳細

は明らかになっていない。より詳細な細胞内動態を解析する

ために、リバースジェネティクス法を用いて、蛍光タンパク

質融合 L タンパク質発現組換え麻疹ウイルスの作製を試みた。

感染後、共焦点レーザー顕微鏡を用いて観察を行い、感染細

胞内でのLタンパク質の動的な変化を解析した。[中津祐一郎、

田原舞乃、關文緒、染谷健二、駒瀬勝啓、竹田誠] 

 

5. 麻疹ウイルスワクチン株AIK-C株をベクターとして用 

いた新規ワクチンの開発に関する研究 

乳幼児期において肺炎や細気管支炎などの重篤な症状を引き

起こす起因ウイルスとして、RSウイルス(RSV)が挙げられる。

すでに安全性が確立されている麻疹ワクチン AIK-C 株をワク

チンベクターとして用い、RSV の感染防御に関わる抗原タン

パク質を発現する組換え AIK-C 株を作製した。コットンラッ

トに接種したところ RSV に対する抗体が産生される事が確認

された。［駒瀬勝啓、中山哲夫＊：＊北里大学］ 

 

Ⅱ. 風疹ウイルスに関する研究 

1. 風疹抗体測定のための国内標準血清、国内パネル血清の作

製と評価 (継続) 

標準血清およびパネル血清は診断キットの評価や検査会社
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の精度管理のために必要である。これまでに日本国内で使用

できる風疹国内標準血清とパネル血清を整備する目的で、イ

ンフォームドコンセントを得て採取したプール血清の国内

標準血清候補および各パネル血清を準備した。今年度は国内

標準血清候補と各パネル血清の国際単位(IU 値)の値付けを

行うため、検査会社に依頼したWHO国際標準血清と国内標準

血清候補、パネル血清のHI 法およびELISA 法による測定結

果の平行線定量法による統計処理を行った。その結果、国内

標準血清JPN’03の相対力価は100 IU/mLと決めることがで

きた。パネル血清については、統計上定量範囲を超えるもの

があったので再測定を依頼することとした。［岡本貴世子、

大槻紀之、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

 

2. 風疹ウイルス遺伝子検出TaqManリアルタイムPCR 

法の検討 

現在、風疹ウイルスの遺伝子検出には主にNested PCRが用い

られているが、Nested PCRは複数試料を扱う際の煩雑さ、所

要時間の長さ、クロスコンタミネーション、および陽性検体

を測定した際の診断実験室の汚染等が問題となることがある。

今年度は、より短時間で結果が得られ、一度に多数の検体が

測定でき、またコンタミネーションの可能性も低いTaqManリ

アルタイム PCRを用いた風疹ウイルス遺伝子検出法を作製し、

検討を行った。風疹ウイルス遺伝子の非構造蛋白質領域に特

異的な TaqManreal time PCR プライマーおよびプローブを設

計した。ワクチン株（TO-336）の親株である TO-336 wt 株の

非構造蛋白質領域をコードする標準 RNA を用いて検出限界お

よび検量線の評価を行った。さらに国内ワクチン株TO-336と

その親株（genotype 1A）、94〜07年に当室で分離されたウイ

ルス株（genotype 1D, 1j, 2B）由来のウイルスRNAの10倍

希釈列を測定し、感度および特異性を検討したところ、10コ

ピー程度の風疹ウイルス RNA を検出可能であり、10-106コピ

ーの範囲において良好な直線性が得られた。また、当室で保

有している風疹ウイルス株ほぼ全てに対して 1 PFU 程度の検

出感度が得られ、特に病原体検出マニュアルに記載されてい

る従来のRT−PCR法では検出が困難なgenotype 2Bの株におい

ても良好な感度が得られた。［岡本貴世子、大槻紀之、阿保

均、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

 

3. 風疹ワクチンウイルスTO-336株の温度感受性機構の 

解明 

現在日本で承認・製造されている生風しんワクチンの製造に

使用されているウイルスは全て温度感受性を有している（高

温で増殖しない）。このことは一般にワクチン株のマーカーと

されている。しかしながら、温度感受性を規定する分子生物

学的基盤は十分に解明されていない。一方TO-336ワクチン株

及び温度感受性を有さない親株の塩基配列情報より、風疹ウ

イルスの非構造タンパクが温度感受性の決定に重要であると

推測されている。そこでTO-336ワクチン株及びその親株の非

構造タンパク 994-1548 アミノ酸領域をエピトープタグ融合

タンパクとして RK-13 細胞で発現させ、解析した。この結果

ワクチン株の非構造タンパクは高温での発現が大きく低下す

ることが判明した。このことよりTO-336ワクチン株の温度感

受性獲得にはウイルスの非構造タンパクの熱安定性が関与し

ていることが示唆された。[大槻紀之、阿保均、森嘉生、岡本

貴世子、駒瀬勝啓] 

 

4. 日本における風疹ウイルスの経年的変遷 (継続) 

昨年度年までに分離された風疹ウイルスのE1領域、あるいは

構造蛋白質（C,E1,E2）領域の塩基配列を決定し、過去に報告

されていた遺伝子の情報も加えて系統樹解析を行い、現在に

いたるまでの日本で流行した風疹ウイルスの経年的変異を解

析している。本年は風疹の報告は少なく、ウイルス遺伝子が

検出された例はなかった。風疹ウイルスの genotype 解析は

WHOが次期の目標としている風疹・先天性風疹症候群(CRS)の

排除計画にも重要であり今後も継続していく。［大槻紀之、岡

本貴世子、阿保均、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

 

III. ムンプスウイルスに関する研究 

1. おたふくかぜ生ワクチン接種後のムンプス発症例ならび

にムンプスウイルス感染が疑われる脳炎例 

 おたふくかぜ生ワクチン接種後にムンプスを発症した 1 例

について調査をおこなった。ワクチン接種 15 日後に不明熱、

全身痙攣、髄膜炎を発症し、髄液からムンプスウイルスが分

離された。分離ウイルスの遺伝子型は接種したおたふくかぜ

ワクチン株と同じであった。そのため、ワクチンによる副反

応である可能性が高いと判断した。流行性耳下腺炎に伴い劇

症型急性散在性脳髄膜炎を発症したとされる患児の脳髄膜炎

の原因がムンプスウイルスであるのかと確かめるため、咽頭



ウイルス第三部 
 

ぬぐい液、鼻汁、髄液をVero細胞で3継代したがムンプスウ

イルスの CPE を検出するには至らなかった。そのため、ムン

プスウイルスと脳髄膜炎の因果関係は立証できなかった。一

方、便中のロタウイルス抗原が陽性になっており、ロタウイ

ルス髄膜炎が疑われた。［加藤篤、木所稔、高柳勝*、大山宣

孝**、田代眞人：*仙台市衛生研究所、**横浜市立大学付属市

民総合医療センター小児科］ 

 

2. リバースジェネティクスによって作製したムンプスウイ

ルスの病原性復帰と遺伝的多様性との関連性に関する解析 

 平成20年度に、コンセンサスシーケンスに基づいて作製さ

れた組換えムンプスウイルスは原株の性状を反映せず、高度

に弱毒化していることを報告した。ポリオウイルスでは遺伝

的多様性が中枢神経系への侵襲性に大きく関わることが報告

されていることから、組換えムンプスウイルスの弱毒化にも

遺伝的多様性の低下が関与している可能性がある。そこで

我々は、組換えウイルスを変異原存在下で培養することによ

ってその遺伝的多様性を人為的に上昇させ、それによって中

枢神経病原性が回復するか否かを新生ラットの感染モデル系

によって評価し、遺伝的多様性と中枢神経病原性との関連を

調べた。リバースジェネティクスによって作製された組換え

ウイルスrY213株(rY213ori)を0.4mM リバビリン存在下にて

2 代継代培養した(rY213Rib)。rY213ori と rY213Rib の cDNA

をTAクローニングし、クローンごとの塩基配列を調べ、コン

センサスシーケンスに対する変異の頻度を測定した。同時に

rY213Rib を新生ラットに脳内接種し、4 週間後の脳室拡張を

MRI によって測定した。その結果、コンセンサスシーケンス

に対する変異の頻度はリバビリン処理の前後でそれぞれ

0.006%と0.16%で、リバビリン処理によって変異率が25倍に

上昇していた。また新生ラットの感染モデル系において

rY213oriは全く病原性を示さず、脳室の拡張がほとんど観察

されなかったのに対し、rY213Rib の拡張の程度は原株 Y213

と同程度に強いものであった。これらの結果から、cDNAから

回収された組換えウイルスの性状が高度に弱毒化している原

因として、遺伝的多様性の低下が関与していることが示唆さ

れた。また、ムンプスウイルスの中枢神経病原性と遺伝的多

様性が相関することが示唆された。［木所稔、加藤篤、齋加志

津子＊、田代眞人：＊千葉県衛生研究所］ 

 

3. モンゴル国内で分離された新規 genotype ムンプスウイル

スの性状について 

 近隣諸国においてどのようなウイルスが流行しているかを

モニターすることは、国内における流行動態を理解する上に

も重要である。また、感染症サーベランスが未整備の地域に

とってはそうした調査は国際協力の側面からも意義がある。

そこで我々は特にユーラシア大陸北東部において、どのよう

なムンプスウイルスが流行しているか調べるため、モンゴル

国内で採取されたムンプス患者由来咽頭ぬぐい液よりウイル

ス分離とRT-PCR によるcDNAの検出を行った。モンゴル国内

で採取された32例のムンプス患者由来咽頭ぬぐい液中21例

からcDNAが検出され、1例からはウイルスが分離された。そ

れらの塩基配列を解析したところ、7 種類の塩基配列が検出

され、大きく 2 つの系統に分類されたが、いずれも既知の

genotype には属さず、同一の新規の genotype に類別される

ことが示唆された。今回得られた配列はいずれも同一の新し

いgenotypeに属することから、国外に持ち出されること無く、

地域内に維持されてきた固有の genotype なのかもしれない。

モンゴル国内ではムンプスワクチンは導入されておらず、毎

年流行が繰り返されていることから、今後さらに未知の

genotype が検出される可能性が有る。［木所稔、駒瀬勝啓、

TuulRenchin＊、＊National Centre for Communicable Diseases 

of Mongolia］ 

 

VI. インターフェロン、サイトカインに関する研究 

1. パラミクソウイルスのアクセサリー遺伝子の機能 

 パラミクソウイルスのアクセサリー遺伝子のひとつである

V 蛋白質の C 末端側にはウイルス間で最も保存された領域が

ありその機能が注目されている。しかし、その配列は細胞培

養レベルで非必須でないなど存在意義の詳細は依然不明な蛋

白質である。センダイウイルス(SeV)親株とV蛋白質を欠損し

た変異株を比較し、インターフェロン(IFN)β等の発現に関わ

る転写因子IRF3がV蛋白質の標的と推定された。欠損株感染

マウスの肺内にはIFNβに加え、IFNλの量が多かったが、IRF3

欠損マウスではそのような差は観察されなかった。IFNβある

いはλであらかじめ処理した細胞あるいはマウスのどちらも、

その後のSeV感染に対して抵抗性になった。ところが、抗IFN-

β、あるいは抗IFN-λの中和抗体をマウスに多量投与しても、

V 欠損 SeV のマウス肺内の増殖は 1 日目以降抑制され、IFN

βとλの産生抑制だけで説明するのは困難であった。［加藤
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篤、久保田耐、田代眞人、清谷克寛＊、坂口剛政＊、吉田哲也＊：

＊広島大学医歯薬大学院］ 

 

2.  I型インターフェロン産生制御に関わる翻訳後修飾機構 

 ムンプスウイルスを含む、マイナス鎖 RNA をゲノムにもつ

ウイルスの感染は、Toll 様受容体ファミリーあるいは、

RIG-I/MDA5などのRNAヘリカーゼモチーフを持つ分子によっ

て、宿主細胞に認識され、I 型インターフェロンを含む種々

のサイトカイン産生を誘導する。このようなサイトカイン産

生を制御する宿主転写因子及び情報伝達因子のタンパク質翻

訳後修飾系について検討を行った。この結果、ユビキチン様

修飾因子SUMOによる修飾がI型インターフェロン産生制御に

関与することが明らかとなった。［久保田耐、加藤篤、田代眞

人、久保田眞由美＊、張賢聡＊＊、尾里啓子＊＊：＊細菌第 2 部、

＊＊米国NIH］ 

 

V. 急性呼吸器ウイルス感染症に関する研究 

1. 膜貫通型プロテアーゼTMPRSS2によるSARSコロナウイル

スの細胞侵入メカニズムについて 

 SARSコロナウイルス（SARS-CoV）は細胞に感染する時、宿

主細胞のプロテアーゼを利用することが知られている。今回

我々は、肺に特異的に発現している細胞膜貫通型プロテアー

ゼ「TMPRSS2」がＳ蛋白を活性化し、ウイルスの細胞侵入を促

進させることを見出した。さらにTMPRSS2は細胞に侵入する

ウイルスのＳ蛋白を活性化することは出来るが、この細胞で

作られて出て行くウイルスのＳ蛋白には影響を及ぼさないこ

とを見出した。この結果は、SARS-CoVの肺での強い病原性に

TMPRSS2が関与する可能性を示唆している。[松山州徳、永田

典代*、白戸憲也、川瀬みゆき、田口文広: *感染病理部] 

 

2. ヒトコロナウイルスNL63の細胞侵入機構 

 小児に急性呼吸器障害を引き起こすヒトコロナウイルス

（NL63）の細胞侵入メカニズムを解析するために、プロテア

ーゼ感受性を調べた。NL63のS蛋白をVSVシュードタイプに

導入し、トリプシン存在下及びTMPRSS2発現細胞への細胞侵

入を調べた結果、①NL63はウイルス粒子が細胞に吸着した状

態でのみ、トリプシン感受性をもつこと②SARS-CoVと比較し

てTMPRSS2発現細胞への侵入効率が高いことがわかった。こ

のプロテアーゼ感受性の違いがそれぞれのウイルスの病原性

の違いを説明するものと仮定し、現在解析を継続している。

［白戸憲也、川瀬みゆき、松山州徳］ 

 

３. マウスコロナウイルスのスパイク（S）蛋白の二段階構造

変化 

 SARS-CoVにS蛋白構造と細胞侵入メカニズムが酷似したマ

ウスコロナウイルス MHV-2(マウス肝炎ウイルス-2 株)を用い、

プロテアーゼによるウイルス活性化の分子メカニズムを解析

した。ウイルス表面のS蛋白は細胞表面のレセプターに結合

し、続いてプロテアーゼに切断されることにより構造変化を

起こす「二段階構造変化」を必要とすることを論文報告した。

これは新規のS蛋白活性化のメカニズムであり、他のコロナ

ウイルスやエボラウイルスへの応用が期待できる知見である。

［松山州徳、田口文広］ 

 

4. 膜貫通型セリンプロテアーゼTMPRSS2によるブタ流行性

下痢症ウイルス(PEDV)の細胞融合活性の誘導 

 ブタ流行性下痢ウイルス(PEDV)はブタの下痢症を引き起こ

すコロナウイルス(CoV)である。PEDVはトリプシン群のプロ

テアーゼを利用してS蛋白の解裂を誘導し、ウイルスと細胞

膜との膜融合を誘導していると考えられている。今回我々は、

TMPRSS2がPEDVのウイルス複製に与える影響について検討を

行った。PEDVをVero細胞に感染させてトリプシンを添加し

て培養すると細胞融合が見られるが、非添加では認められず、

Vero/TMPRSS2細胞ではトリプシン非添加で細胞融合形成が見

られた。さらにVero/TMPRSS2細胞ではトリプシン非存在下で

も非存在下と同様に効率よく感染が進むことが明らかとなっ

た。以上よりTMPRSS2はトリプシンと同様にPEDVの感染を促

進することが示された。[白戸憲也、松山州徳、川瀬みゆき、

田口文広] 

 

5. Porcine epidemic diarrhea virus (PEDV)のマウス馴化株

の分離と性状解析 

 ブタ流行性下痢ウイルス(PEDV)はブタの下痢症を引き起こ

すコロナウイルス（CoV）である。一般にCoVは種特異性が高

く、固有宿主にしか感染しないが、ニワトリやヒトのCoVの

乳飲みマウス脳内での継代によりマウス馴化株が得られる。

そこで本研究では、乳飲みマウス脳内継代によりPEDVのでマ

ウス馴化株を得た。得られた10代経代株は親株と比較して、
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乳のみマウスへの抗病原性と高い細胞融合活性を示した。両

株のS蛋白アミノ酸配列を比較したところ４か所の変異が見

られ、本変異によりER-ゴルジ中間コンパートメントへのS

蛋白質保持に関与する「KXHXX」モチーフが消失していること

が判明し、細胞表面へのS蛋白質発現量が増加するため、膜

融合活性が増強されていることが示唆された。［白戸憲也、

前嶋円、松山州徳、川瀬みゆき、田口文広］ 

 

サーベイランス業務 

1. 感染症流行予測調査における風疹感受性調査のため、標 

準血清（HI抗体陽性血清並びに陰性血清）を用意し、感染症

情報センターを通じて 12 都県に配布した。［大槻紀之、感染

症情報センター、駒瀬勝啓］ 

 

品質管理に関する業務 

1. 麻しんワクチン中間段階6ロット、乾燥弱毒生麻しんワ 

クチン小分け製品6 ロット、風しんワクチン中間段階2ロッ

ト、乾燥弱毒生風しんワクチン小分け製品 2 ロット、弱毒乾

燥生麻しん風しん混合ワクチン 54 ロット、おたふくかぜワ

クチン中間段階 1 ロット、乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン

最終製品 9 ロットの検定を行った［染谷健二、關文緒、中津

祐一郎、田原舞乃、駒瀬勝啓、大槻紀之、岡本貴世子、久保

田耐、木所稔、加藤篤、白戸憲也、野田雅博、荻野利夫、竹

田誠］ 

2. 乾燥弱毒生麻疹風疹混合生ワクチンの承認前審査を行 

った。［岡本貴世子、關文緒、關文緒、駒瀬勝啓、竹田誠］ 

3. インターフェロン製剤13ロット(α-2b 3ロット、pegα

-2b 3ロット、aLys 3ロット、recβ-1b 1ロット、天然型β 

3ロット)の収去検査を行った。［白戸憲也、松山州徳］ 

4. 人免疫グロブリン製剤中の麻疹ウイルスのHI抗体価測定

の検定を167ロット行った。［荻野利夫、松山州徳］ 

 

レファレンス業務 

1. 9 件の風疹の依頼検査を実施した。［大槻紀之、岡本貴世

子、阿保均、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

2. 1 件の麻疹の依頼検査を実施した。［染谷健二、關文緒、

藤井薫、駒瀬勝啓］ 

3. 4 ヵ所の地方衛生研究所に Vero/hSLAM 細胞を配布した。

［關文緒、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

4. 10ヵ所の麻疹、風疹レファレンスセンターに麻疹IgM 

ELISA kitを配布し、習熟度試験を実施した。［染谷健二、關

文緒、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

5. 新型[A(H1N1)pdm virus, H1N1pdm]インフルエンザ様患者

の ARI ウイルス検索を実施した結果，H1N1pdm 陰性患者の

18.8％からRSV，HRV，hMPVおよびPIVが検出された。HRVの

VP4/VP2 領域の系統樹解析の結果，検出 HRV は species A

（HRV-A）, BおよびCに分類された［中村正治＊，糸数清正＊，

平良勝也＊，仁平稔＊，木村博一＊＊，野田雅博： 

＊沖縄県衛生環境研究所，＊＊感染症情報センター］ 

6. 小児下気道疾患患者170例のARIウイルス検索を実施した。

その結果，RSV；83株，HRV；64株，hMPV；2株，PIV；2株お

よびHBoV；3株が検出された。36株のRSVのG遺伝子系統樹

解析の結果，23株がSubgroup A（genotypeGA）および13株

が Subgroup B（genotypeBA）に分類された。53 株の HRV の

VP4/VP2 領域系統樹解析の結果，22 株が species A，5 株が

species Bおよび26株がspecies Cに分類された［荒川美果

＊，平田明日美＊，菅井和子＊＊，藤塚麻子＊＊，木村博一＊＊＊，

野田雅博：＊栃木県保健環境センター、＊＊国立病院機構横浜医

療センター、＊＊＊感染症情報センター］ 

7. 2002～08 年に山形県で分離された PIV3 型（PIV3）計 91

株のHN遺伝子の分子系統樹解析を実施した結果，大きく3つ

のクラスター（Cluster 1; 24 株，Cluster 2; 8 株および

Cluster 3; 59株）に分類された。また，Cluster 1に属する

14702 株と Cluster 2 および Cluster 3 に属する山形由来株

間では，それぞれ6および2カ所でアミノ酸置換がみられた

［平田明日美＊，水田克巳＊＊，青木洋子＊＊，須藤明日香＊＊，

塚越博之＊＊＊，荒川美果＊，木村博一＊＊＊＊，野田雅博：＊栃木

県保健環境センター、＊＊山形県衛生研究所、＊＊＊群馬県衛生

環境研究所、＊＊＊＊感染症情報センター］ 

8. 病因が特定されなかったARI患者のHBoV 検索を昨年度に

引き続き実施した結果，新たに 8 株検出された。詳細，解析

中である。［水田克巳＊，荒川美果＊＊，平田明日美＊＊，松田俊

二＊＊＊，田中千香子＊＊＊＊，中村正治＊＊＊＊＊，木村博一＊＊＊＊＊＊，

野田雅博：＊山形県衛生研究所、＊＊栃木県保健環境センター、

＊＊＊国立病院機構愛媛病院、＊＊＊＊滋賀県衛生科学センター，＊

＊＊＊＊沖縄県衛生環境研究所、＊＊＊＊＊＊感染症情報センター］ 

9. 2003〜07年に山形県で分離された76株のHRV-AのVP4/VP2

遺伝子領域の分子疫学解析を行った。分離株解析部位の塩基
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およびアミノ酸配列の相同性は，それぞれ 66.6〜100％およ

び84.7〜100％，系統解析ではそれぞれ11あるいは8クラス

ターに分類された［木村博一＊，水田克巳＊＊，平田明日美＊＊＊，

塚越博之，野田雅博：＊感染症情報センター、＊＊山形県衛生研

究所、＊＊＊栃木県保健環境センター、＊＊＊＊群馬県衛生環境研

究所］ 

10. 病原体検出マニュアル「ライノウイルス編，パラインフ

ルエンザウイルス編およびボカウイルス編」を感染症研究所

HP 上に公開した［野田雅博、木村博一＊、水田克巳＊＊、塚越

博之＊＊＊、平田明日美＊＊＊＊、五十嵐郁美＊＊＊＊＊、中村正治＊＊

＊＊＊＊、大内好美＊＊＊＊＊＊＊感染症情報センター、＊＊山形県衛生

研究所、＊＊＊群馬県衛生環境研究所、＊＊＊＊栃木県保健環境セ

ンター、＊＊＊＊＊五十嵐郁美、＊＊＊＊＊＊沖縄県衛生環境研究所、

＊＊＊＊＊＊＊滋賀県衛生科学センター］ 

 

国際協力業務 

1. 7th Global measles and Rubella Laboratory network  

meeting（スイス、ジュネーブ市）に参加し、日本の麻疹ウイ

ルス、風疹ウイルスの分子疫学についての発表を行うととも

に、開発途上国における診断法、検体輸送法、精度管理等に

関して議論した。［駒瀬勝啓、竹田誠］ 

2. Hands on training on the Laboratory diagnosis of 

measles and rubella （中国、香港）に参加し、WHO 西太平

洋地域諸国からの参加者へ麻疹検査診断技術の技術指導を行

った［駒瀬勝啓］ 

3. The second meeting on vaccine preventable diseases 

laboratory networks in the Western Pacific Region（フィ

リピン、マニラ市）に参加し、日本の麻疹、風疹の検査診断

体制を報告するとともに今後の検査診断体制について議論し

た。［駒瀬勝啓、竹田誠］ 

4. Technical consultation on verification of measles 

elimination in the Western Pacific Region（フィリピン、

マニラ市）に参加し、今後の麻疹排除計画案について協議し

た。［竹田誠］ 

5. JICA 中国予防可能な疾患対策プロジェクトの麻疹実験室

ネットワーク会議（中国、北京市）に参加して、中国、日本

の麻疹対策について議論した。［竹田誠］ 

6. WHO西太平洋地域諸国における麻疹サーベイランスへの協

力：WHO、WPRO の Regional Reference Laboratory としてベ

トナム等より送られてきた臨床検体からのウイルスの遺伝子

型解析を行った。また、モンゴルの検査精度管理試験を行っ

た。［染谷健二、關文緒、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

 

研修業務 

1. 国立感染症研究所・医師卒後臨床研修プログラムにおい 

て、「麻疹・風疹」の講義を行った。［竹田誠］ 

2. JICA中国ワクチン予防可能感染症サーベイランスおよ 

びコントロール(VPD)プロジェクト研修において 1 名の中国

人研修生を１年間の研修コースを実施している［中津祐一郎、

染谷健二、關文緒、田原舞乃、駒瀬勝啓］ 

3. JICA「世界ポリオ根絶のための実験室診断技術」コース 

において、アジア、アフリカ、中国等に研修生 6 名に麻疹抗

体測定法の実習を行った。［染谷健二、關文緒、中津祐一郎、

田原舞乃、藤井薫、駒瀬勝啓］ 

4. 平成21年度希少感染症診断技術研修会において麻疹・ 

風疹診断法に関する講義を行った。［岡本貴世子、駒瀬勝啓］ 
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